
老朽化した道路標識の課題と問題点と
小規模附属物の点検と取り組み



老朽化した安全施設（標識） 整備状況

近年、高速道路ナンバリング標識の整備が愛知県内でも進んで
おります。

特に、国土交通省やＮＥＸＣＯにおきましては整備も順調に進ん
でおり、高速道路ナンバリング標識についてはほぼ完了してきて
いると伺っています。

整備済みの施工事例
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名 古 屋 国 道 事 務 所 中 日 本 高 速 道 路



老朽化した安全施設（標識） 整備状況

愛知県や政令指定都市の管内道路では、高速道路ナンバリ
ングの標識は毎年整備を進めておりますが、まだまだ道半
ばで、令和３年度・４年度まで整備に時間がかかると伺って
います。

整備済みの施工事例

名 古 屋 市愛知県知多建設事務所
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判定区分Ⅲ 早期措置段階
構造物の機能に支障が生じる可能性があり、

早期に措置を講ずべき状態。

（標識構造に問題ありと診断された標識柱）

また、「小規模附属物の標識点検」において、第３者被害の及ぼす
影響がある標識構造に問題ありと診断された箇所についても、
少しずつ整備が進んでおります。

老朽化した安全施設（標識） 点検診断
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その一方ナンバリング標識や上記に診断されない老朽化した標識板は、設置後
一度も更新されていないと思われる標識がまだまだ残っているのが現状です。

当協会では、愛知県が管理する老朽化した案内標識板を目視で毎年、自主点検
を行っております。令和３年度は改善が必要な標識の枚数が８４３枚ありました。

判定区分Ⅳ 緊急措置段階
構造物の機能に支障が生じている、

又は生じる可能性が著しく高く、緊急に措置を

講ずべき状態。



老朽化した道路標識 自主点検した標識板の一例
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老朽化した道路標識 夜間の視認性について
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道路標識の視認性・判読性について検討した
「道路技術５箇年計画 道路標識表示装置の高度化に関する
検討報告書 」（平成１０年３月 道路標識表示装置の高度化
に関する検討委員会）によると、標識の明るさを評価する
尺度としては人間が感じる見た目の明るさに最も近い、
輝度【ｃｄ/㎡】を用いるのが最も妥当である、としています。

報告書の中で白色輝度と読みやすさ及び判読性の関係を実
験から取りまとめています。

３０ｃｍ文字、オーバーハング標識（青地）の白文字の輝度と
６０ｋｍ/h走行時の判読距離・読みやすさとの関係を 次の表
１－３－１１に示しています。
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老朽化した道路標識 夜間の視認性について
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老朽化した安全施設（標識） 夜間の標識の視認性

５ ｃ ｄ / ㎡ １ ０ ｃ ｄ / ㎡ ２ ０ ｃ ｄ /㎡

３ ５ ｃ ｄ / ㎡



老朽化した道路標識 重ね貼り標識
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老朽化した道路標識 重ね貼り標識

表示内容の更新方法としては、一般的に標示板自体を交換
する方法、既設標示板の一部にアルミ平板等の補修板を重ね
貼りなどする方法が挙げられるが、重ね貼りした材料が落下し
た事例が報告されていることも踏まえ、更新する方法の検討
にあたって、道路標識の機能の観点のほか、安全性、耐久性、
施工品質の確保、維持管理の確実性等考慮することが必要と
されています。

既設標示板の全部及び一部にアルミ平板等の補修板を重
ね貼りした板がブラインドリベットの破断等により落下した事例
も報告されていることから、落下時に重大な第三者被害を生じ
るおそれもあり、避けるのが望ましいとされています。

中部地方整備局管内では、平成１５年８月に中部地方整備
局道路部より出された「道路標識落下対策の当面の運用(案）」
に沿って整備されています。
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老朽化した道路標識 重ね貼りの落下事例

落下事故のあった全面補修板の全周ブラインドリベット施工（他県）

重さ３２ｋｇの落下
経年によりフレッティング摩擦により下穴が大きくなりリベットが
脱落し補修板が落下した事例です。
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老朽化した道路標識 重ね貼りの落下事例

高速道路上で落下事故のあった部分補修板施工（他県）

重さ１８ｋｇの落下
幸いにして、第三者被害はありませんでした。
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老朽化した道路標識 重ね貼りの落下事例

落下事故のあった部分補修板の全周ブラインドリベット施工（他県）

重さ７ｋｇの落下
部分補修でも車などに落下すれば
重大事故になります。

とは？



老朽化した道路標識 正式な重ね貼り取付方法
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Ｍ４以上の
ステンレスボルト
及び
Ｍ４ゆるみ止め
ナットで固定



老朽化した道路標識 正式な重ね貼り取付方法
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外周固定は３００ｍｍ以下 中央固定は５００ｍｍ以下



愛知県内は、平成１５年８月に中部地方整備局 道路部より出さ

れた「道路標識落下対策の当面の運用（案）」に沿って整備されて

いますが、それ以前の設置された標識は、補修箇所をシールや補

修板をブラインドリベットで固定している標識がまだまだ見られます。

簡単な見分け方として、正規な補修方法の標識板は、裏面から見

てボルトが突き抜けて見えれば正規な補修方法です。

当協会では、重ね貼りの標識は標識板本体を交換するまでの暫定

処置（応急処置）と考え、５年程度の設置期間を目安としています。

それ以上の設置を予定される場合には、安全の為標識板本体の板

交換を推奨しています。

老朽化した道路標識 重ね貼りの現状と交換の目安
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老朽化した道路標識整備に対する課題と問題点

現在の老朽化した標識は、ドライバーにとって、

「わかりやすい標識」「視認性の高い標識」「夜間でも見やすい標識」

からは、まだまだ改善の必要な標識が多いのが現状です。

当協会では、整備されず老朽化・破損した標識や視認性の低い

標識に対して、ライフサイクルを回して計画的に整備することをご提

案しております。

しかしながら、現在の財政事情から予算が取れずに整備しきれて

いないと聞きます。

今のままでは、道路ストック数は増加する一方です。
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小規模附属物の点検と取り組み

愛知県内では、愛知県建設局や名古屋市からの

「小規模附属物の標識点検」を、数年前から協会員が

直接契約者として点検業務を請け負って実施しております。

この点検者は、道路標識の設置、点検及び診断業務を履行するた

めに必要な知識及び技術を有する者で、全国道路標識・標示業協会

が実施する資格試験に合格し、登録の認定を受けた者又は、道路の
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設計・施工・維持管理の実務経験を有した者が実施しております。

現在、この「道路標識点検診断士」は、愛知県で４４名の資格登録

を受けております。平成３１年１月３１日、国土交通省から小規模附属

物分野の点検・診断業務において技術者資格として登録されました。



小規模附属物の点検と取り組み 点検一例

１ ． 支 柱 地 際 部 の 点 検 ２．合いマーキングの施工

３ ． ボ ル ト の 緩 み 確 認 ４．超音波厚さ計による板厚調査
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小規模附属物の点検と取り組み 診断一例

１．Ｆ型柱繋ぎボルトの腐食

２．車両衝突による取付金具の損傷
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標識構造に問題のある診断 「判定区分Ⅲ 早期措置段階」 の一例

＊こちらの標識は、

令和２年までに全て取替

されました。



小規模附属物の点検と取り組み 診断一例
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標識構造に問題のある診断 「判定区分Ⅳ 緊急措置段階」 の一例

＊こちらの標識は、発見後直ちに

緊急撤去を実施し、翌年度に建て

替えされました。



・愛知県道路標識・標示業協会の会員には、「道路標識

点検診断士」や標識の設計・施工・維持管理に精通した実

務経験のある技術者が多数在籍し、標識点検業務を実施

しております。小規模附属物の点検は協会員の会社にお

任せください。

・また近年、通学路における痛ましく残念な交通事故が発

生しておりますが、通学路等の危険箇所等における安全

対策等のご要望等ございましたら、何なりとご相談下さい。

ご提案させていただきます。

ま と め

22



ま と め
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ご清聴ありがとうございました
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